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＜会長挨拶＞                              

「明るく、楽しく、元気よく」活動しよう！ 

会長 野呂 隆 

 この度、クラブの皆様

のご要請により会長をお

引き受け致すことになり

ました。もとより微力で

はありますが、ベストを

尽くして職務を全う致し

たいと念願致しておりま

す。よろしくご指導、ご

鞭撻をお願い申し上げます。 

 会長に内定してからは、「次期会長研修会」と

か六甲部の「準備役員会」などの講習会が開催さ

れ、これらに参加してワイズの活動の現状や課題

がより詳しく理解できて、活動計画を準備するう

えで大変に役立ち、有り難く思っております。 

 今後一年間活動するために、まず「会長主題」

を決めなければならないですが、一年間の活動の

基本精神とも言えるもので、どんな内容にしたら

よいものかと、かなり悩みました。 

 あれこれと考えましたが、結局「明るく、楽し

く、元気よく」活動しよう！ 

に決めました。ＮＨＫの人気番組「のど自慢」の

司会者のオープニングのせりふも、たまたま同じ

であったのは後に知りましたが、日頃全員が互い

に支えあい、アットホームな雰囲気で活動してい

るわがクラブにとってふさわしいと同時に、今後

の活動にとっても大切な言葉であると自負して

おります。 

 活動の基本方針については、「Ｙサ・ユース」

を始め、ワイズの主要５事業を中心に置くことは

当然ですが、特に、次の３つのことに積極的に取

り組んで行きたいと思っております。 

１．六甲部、他クラブ、兄弟クラブ等のイベン

トに積極的に参加して見聞を広め、自クラ

ブの活動に役立てる。  

２．地域のＹＭＣＡと協働し、恒例行事を中心

に学園都市での社会奉仕活動を重視する。 

３．会員の平均年齢が上がっている現状に鑑み、

例会には積極的に参加して活動力の減退

を防ぎ、円滑な事業推進を図るとともに、

合わせて数年来の課題である会員増強を

図る。 

 

最後に、この度学園都市ＹＭＣＡ会館の大規模

改修工事が行われてリニューアルオープンし、ま

た神戸ＹＭＣＡも新体制に変わり、ともに活動が

一段と活発になると思われます。わがクラブは一

層連携を密にして、地域の社会奉仕に貢献してい

きたいと念願しております。 

会員各位のご理解とご協力を切にお願い申し

上げまして、私のご挨拶と致します。 

 

＜直前会長退任挨拶＞ 

一年を振り返ってみて！！ 

直前会長 杉本隆人 

三回目の会長ということで始まった今期も６

月の例会で、任務もほぼ終了し、ホッとする間も

なく、この一年を振り返ってみるに、反省すべき

ことも多かったのですが、新しい出会いと感動も

あった一年でもありました。 

神戸 YMCA も本館の取り壊しに伴い、神戸

YMCA との絆となったラケットボールコートと

のお別れ会では、昔の仲間とも再会し、時間の流

れを感じたひと時でもあり、ラケットボールを通

じての仲間は、これからも続けようと、会館、コ

ート、会館スタッフに感謝しました。 

また、神戸YMCAへの支援として、六甲部と

してイベントをしようということで、多胡部長と

ともに運営委員長としてイベントを企画し、実行

していく中で、多くの人たちに支えられて、素晴

らしい演奏、講演、トークセッションと裏方から

すると、大変なイベントでしたが素晴らしい会場

となりました神戸中央カトリック教会では、自然

に射す光りが、すべてを演出してくれたことに感

動しました。 

クラブ会合を通じては、恒例となっている「餅

つき」も年々、身体が動けなくなっているような

気がしますが、みなさんが喜んでくれる顔を見る

のが励みとなり、出来る限り継続していきたいと

思っておりますし、地域との交流も、わいわいま

つり、夏祭り、演奏会と年々深みを増しているよ

うに思います。 

反省点も多くある中で、目標としていた増員が

できなかったことを深く反省しており、これから

会合が楽しいものとなるように努めていき、より

積極的なボランティア活動を展開していくこと

誓って、会長の退任あいさつとさせていただきま

す。ほんとうに、ほんとうに、ありがとうござい
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ました。 

 

＜6月第1例会報告＞ 

日時：6月18日（木）19～21時 

場所：西神戸YMCA 412教室 

出席：佐伯、杉本、舘、達、中村、西田、野呂、佐伯

メネ、宗利メネ 

内容（１）開会点鐘、ワイズソング斉唱、今月の聖書

朗読、今月の誕生者祝い、 

（２）会長引き継ぎ式 

  杉本会長の退任挨拶（省略） 

 野呂次期会長所信表明・挨拶（省略） 

  杉本会長（左）と野呂次期会長 

 （３）反省会 

  会員増強が全くできていないということ 

で、4月の第1例会で議論したように、そして 

野呂会長が決意されているように、我々が楽し 

く活動しているところを、一般の方々にも見て 

いただくために、地域のＹＭＣＡと協働し、社 

会奉仕活動を重視する。 

 従って、下記の行事には積極的に参加する。 

 学園夏祭り（8/1～2）、西神戸YMCAワイワ 

イまつり（10/24）、チャリティーラン（11/2）、 

クリスマス祝会（12/12）、街頭募金（12/?）、 

ワイワイフォーラム（1/?）、ワイズとユースの 

懇談会（1/?）、その他西神戸YMCAのプログ 

ラムでお手伝いできるもの。 

 

＜7月事務例会議事録＞ 

          書記 阪本伸彦 

日時：2015年7月2日（木）19：00～21：00 

場所：西神戸ＹＭＣＡ412号教室 

出席者：合田、佐伯、阪本、舘、達、丹家、中村、野

呂、 

[ 報告事項 ] 

１．他クラブ記念例会、西日本区・東日本区大会案内

チラシ回覧 

２．第19回西日本区大会1016年6/25（土）～26（日）

開催、24（金）前夜祭 

 会場：松下ＩＭＰホール  

懇親会会場：ホテルニューオータニ大阪 

３．「スペシャルコンサート in SEIAI」7/11（土）16：

30開演（落語とコンサート） 

 会場：日本基督教団神戸聖愛教会 入場料：1500

円（中学生以上） 

４．第 26 回アジア地域大会 7/31（金）～8/2（日）  

会場：ウェスティン都ホテル京都  

杉本メン、藤井ウィメン参加予定 

[ 協議事項 ]  

１．第22期（2015～2016）収支予算案の検討 

＊舘会計より別紙により説明がなされた。 

＊にんにくファンドの会計の方法を、在庫表を作るな

どの工夫が必要ではないかとの意見が出た。 

＊その他については了承され、中村メンより監査報告

も問題ないことが報告された。 

２．六甲部第1回評議会 7/25（土）14～19時  

 会場：グリーンヒルホテル神戸  

登録費：5000円（懇親会費） 

 第1部 評議会 14：00～15：30 

 第2部 ＥＭＣ研修会 15：45～16：45 

 第3部 六甲部8クラブ納涼懇親交流会17～19時 

＊参加予定：阿部、大津、佐伯、杉本、中村主査補 

野呂会長、 

３．東京武蔵野多摩クラブとの懇親昼食会  

8/2（日）京都にて 

＊東京武蔵野多摩、香港、モンゴルからも数名参 

加の見込み。 

４．7月第一例会について 

＊講演「神戸学園都市ＹＭＣＡこども園の概要と 

運営について」講師は、松田康之こども園園長。 

＊進藤六甲部、長山根書記のクラブ訪問 

５．8月の行事計画 

①8/1（土）～8/2（日）学園夏祭（第一例会） 

②8/2（日）東京武蔵野多摩クラブとの昼食会 

京都にて。 

③8/8（土）六甲部ローンボウルズ大会、 

場所：しあわせの村 時間：9：00集合 

④8/20（木）事務例会 

６．ワイワイまつり実行委員会  

7/6日（月） 時間：13：00～14：00 
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＊野呂会長と中村メンが出席 

７．藤井ウィメンのクリスチャニティー特別委員 

の委嘱状が西日本区より届いている。 

[ ＹＭＣＡ報告 ] 

１．ワイワイまつりの実行委員会が平日に開催される

が、参加をよろしくお願いする。 

＜会員投稿＞ 

○十代の手習い                        
藤井久子 ウィメン 

大学を卒業し、就職、結婚、子育て、そして親

の介護とバタバタとしていました。 

（親の介護は継続中）昨年、恩師の30年記念

の会があり、何十年ぶりかで先生にお会いするた

めに大阪に出掛けました。会場は分かっていても

お会いした時に『お互いの顔がわかるのか？』と

不安がありました。お互いに少し歳を重ねました

が先生はお変わりなく（私は少し？太っていま

す）、お話しているうちに、学生時代にタイムス

リップしていました。『また自分もピアノを弾き

たい』とまず、１ヶ月に１回ピアノのレッスンに

通うことにしました。 

仕事で（学校で）伴奏は弾いていますが、レッ

スン用に弾くのとは違います。仕事を終えて帰宅

し、母の食事を準備して一緒に食べた後の練習な

ので、ピアノを弾ける時間が短く、学生時代の様

には弾くことができません。指も少しずつ動くよ

うにはなっていますが、まだまだ大曲は弾けませ

ん。 

学生時代との一番の違いは、楽譜を覚えること

ができないことです。いつの日か、また発表会で

歌を歌ったり、ピアノを弾いたりしてみたいと思

っています。いつその日がくるのかは、未定です

が。 

＜ 今 月 の 聖 句 ＞ 

あなたがたは世の光である 

 マザー・テレサは、自分が世間の人々から賞賛されたり、チヤホヤされたりすることを嫌が

りました。 

 「施しをするときは、右の手のすることを左の手に知らせてはならない。あなたの施しを人

目につかせないためである。そうすれば、隠れたことを見ておられる父が、あなたに報いてく

ださる」（マタイ６－３～４） 

 この福音書の精神に忠実だった彼女は、できれば隠れて過ごすことが望みでした。 

 しかし彼女がノーベル平和賞を受けると、世界中のマスコミは一斉に彼女を聖女として祭り

上げ、世界中の人々に知られることになりました。 

 それは彼女が本来望んでいなかったことです。 

 授賞式後、報道陣に囲まれた彼女は、いつものようにやさしいほほえみを浮かべながら心境

を述べました。 

 「わたし個人はノーベル平和賞に値するとは思いません。でも、だれからも見捨てられ、愛

に飢え、死に瀕している世界のもっとも貧しい人々に代わって、賞を受けました」 

 そんな彼女に「あなたがたは世の光である」というイエスの言葉は、力を与えたはずです。 

 その言葉どおり、彼女は、この世の片隅を照らすために世の光となりました。 

 その光によって、この世から見捨てられた人々にも、多くのまなざしと温かさが向くように

なりました。 

 ただ、彼女は知っていたのです。光の源は、決して自分ではないということ。 

 自分自身が輝いているのではなく、輝かせていただいていること。 

 自分は、ただ自分に与えられた光を分け与えているのに過ぎないということ。 

 そういうことを承知しながら、世のなかを照らしている人は、謙虚で温かいのです。 

～教養として知っておきたい聖書の名句（中井俊巳、グラフ社）より～ 

 


